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Communication Technology : 情報通信技術）を活用して学習することが定着しつつある。





































































































　　  　情報を賢くかつ倫理観を持って活用すること、社会的な責任を果たし、 コミュニティ
へ参加すること、などの能力。















































































































































































域 2　サービス案内」「領域 3　情報探索法指導」「領域 4　情報整理法指導」「領域 5　情報
表現法指導」という 5つの領域があり、それぞれに目標が設定されている。
　そこで、まず Laurel A. Clydeおよび Carol Simpsonが取り上げているコンテンツを各領
域に分類し、次に各領域のめざす目標から望ましいと考えられるコンテンツを調査項目とし
て追加し、調査を実施することにした。




D.C.）の学校図書館Webサイトの計 1,150校を母集団として、その 20%にあたる 230校を
抽出し調査した。抽出方法は、州ごとに校数の比率を配慮した層化抽出法とし、各州におい
ていずれの学校図書館を抽出するかについては、無作為抽出とした。無作為抽出された 230
校のうち、Secondary Schoolが 153校、Elementary Schoolが 67校、および、Combined 
Schoolが 10校であった。調査は、2000年 7月下旬から 8月上旬にかけて実施した。あら
かじめ設定した調査項目のコンテンツについて、その有無を調査した 12）。


















ａ． 学校図書館の名称 207 (90.0)
ｂ． 学校図書館の住所 64 (27.8)
ｃ． 学校のＷｅｂサイトへのリンク 165 (71.7)
ｄ． 電子メールアドレス 147 (63.9)
ｅ． 氏名あるいはその職名 165 (71.7)
ａ． 著作権のステートメント 50 (21.7)
ｂ． Ｗｅｂサイトの最初の開設日 15 ( 6.5)
ｃ． Ｗｅｂサイトの最新の更新日 88 (38.3)
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　調査対象の全体では、図 3に示すように、｢シーライ・コンテンツ・モデル型 ｣が約 3割
を占めており、最も多い。全体としてアメリカ合衆国の学校図書館では 5種類のコンテン
ツをすべて含んでいるWebサイトの数が最も多いことは評価に値する。また、｢シーライ・







が小学校の約 2倍を占めている。また、｢広報活動重視型 ｣については、小学校 17.9％、中
学・高校 9.2％と小学校の比率の方が高いのに対して、｢研究支援重視型 ｣については、中学・




33.5 (*1) 18.7 (*2) 11.3 (*3) 8.3 (*4)
7.0 (*5) 6.1 (*6)
15.2 (*7) 
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The New Educational Method and Technology  
in Elementary School
— Through the Construction and Use of School Library 
Website in Elementary School —
KANAZAWA Midori
Abstract
The new educational method and technology in elementary school have been 
discussed, especially from the viewpoint of construction and use of school library 
website.
In order to clarify the problems and future perspective of education in elementary 
school in Japan, we describe the idea of education in new elementary course of study and 
the meaning of information education.
Then, the contents in school library websites in U.S.A. are analyzed by comparison 
with CIRRI (Core Information Reference Research Instructional) Contents Model, which 
is proposed as the model for contents in the school library website.
Furthermore, we have proposed the fundamental guidelines about the construction 
and use of the school library websites in Japanese elementary schools, which are 
useful in information literacy instruction and school lessons through the use of ICT 
(Information and Communication Technology).
Key Words:  Educational Method and Technology, Elementary School, School Library 
Website, Information Literacy, CIRRI Contents Model
